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時空間スケールと強度の関係に基づく豪雨シナリオの発生手法
Generating Method of Heavy Rain Scenarios Based on Spatiotemporal Scale and Intensity Relationship
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In the current flood control plan and flood hazard map making, external force is stipulated by probabilistically evaluating the average rainfall for the catchment area of the reference point at the upper area of the river system. However, as the spatial scale increases to some extent, the spatial distribution within the region considered does not necessarily have an influence on the relationship between the spatial scale of the rainfall and the peak flow rate. Therefore, in this study, we attempt to create model rainfall that takes into account not only the spatiotemporal scale but also the distribution. Specifically, using the analytical rainfall data of the Meteorological Agency, we obtain relationships among intensity, area, and duration of rainfall, and based on that we make model rainfall that takes into account various spatial scales, time scales and spatiotemporal distribution.


１．序論
現在の治水計画や洪水ハザードマップの作成においては、計画基準点上流域に対する面積平均降雨の総量を確率評価することで、外力を規定している。しかしながら、洪水のリスクは、豪雨の総量だけではなく、時間分布や空間分布にも依存する。洪水リスクの正確な評価には、豪雨の時間・空間スケールに応じた特性を把握する必要がある。本研究では、豪雨のDAD関係を考慮しつつ、様々な時空間分布を持つ洪水リスク評価用のモデル降雨を作成する方法について検討する。

２．雨量データセットの作成
ダムの影響が少ないことや、空間スケールについて検討したいためある程度の大きさが必要であることなどの理由から、本研究では奈良県および大阪府にまたがる大和川流域を対象とした（図1）。
まず、降雨分布データである気象庁「解析雨量」から、対象流域内の降雨分布を抽出し、流域雨量データセットを作成した。解析雨量は空間解像度5km、2.5km、1kmのデータが存在するが、それらを5kmの空間解像度に統一することで、一括して扱うことを可能にした。また、流域メッシュを解析雨量のデータセットと同様の空間スケールにするため、対象流域を含む3次メッシュコードから5kmメッシュにスケールアップした。この時に、年最大雨量強度の探索を多数のメッシュで行えるように対象流域をすっぽり囲むよう矩形領域を対象とできるようにした。図1　大和川流域

３．様々な時空間スケールにおける最大雨量値の検索
DAD関係の推定には、気象庁の解析雨量の1988年から2017年までの30ヶ年分の雨量データを用いた。継続時間は1、2、…、48時間の48通り、1メッシュ(30km2)、4、9、16、25、36、49、64メッシュと流域全体(1125km2)の9通り、空間スケールの形状については、｢正方形」形状で年最大値を求める。こうして得られた継続時間と面積の組み合わせの年最大値から、平均降雨強度の分布を求めた。このとき、年最大雨量強度を示すメッシュに元の流域が含まれているかを判定する条件式を考え、これを満たす場合のみ年最大雨量強度を記録することにした（図2）。
図2は各時間・空間スケールに対応する雨量強度(mm/h)を示している。時間スケールが大きくなるほど雨量強度は小さくなり，また同様に空間スケールが大きくなるほど雨量強度は小さくなることが読み取れる。このような流域内の年最大DAD関係を30年分得ることが出来た。
また、30年分のDAD解析結果を標本として、適合する確率分布を求め、再現期間毎のDAD関係を導出する。GEV分布といった3母数の確率分布では、標本数が30ヶ年分と少ないため1年分のデータが増えると全体のデータの変動が大きくなってしまい不自然なデータになりやすいと考えられる。そこで、2母数のグンベル分布で統一して適用し豪雨の確率規模評価を行った（図3、4）。

４．DAD関係を考慮したモデル降雨の作成
　確率規模評価されたDAD関係から、乱数を用い空間分布を考慮した多数のモデル降雨を作成する。対象とする流域メッシュから乱数でピーク時刻とピークメッシュの位置を決める。このメッシュのピーク時刻における時間雨量は30km2、継続時間1時間に対する指定された再現期間の雨量強度となる。次に、ピークメッシュに接する8方位のメッシュからランダムに1つにメッシュを選び、ピークメッシュと合わせて、この時間の雨量強度が、60km2、継続時間1時間の指定された再現期間の確立雨量強度となるように、選んだメッシュの雨量強度を求める。以下同様にしてモデル降雨を作成する。
時間的には、ピークをはさむすべての継続時間に対して同じ再現期間を有するものとし、空間的には、ピークとなるメッシュを含むすべての空間スケールについて同一の再現期間を有するものとしたモデル降雨の作成方法を提案する。また、大和川流域で提案した手法で実際にモデル降雨を作成する。図表による結果は講演時示すものとする。
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[image: ]図2　1988年における大和川流域でのDAD関係
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図3　再現期間10年における大和川流域でのDAD解析関係
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[bookmark: _GoBack]図4　再現期間200年における大和川流域でのDAD解析関係
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